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1 個の B リンパ球が分化の過程で産生する H鎖は，可変 (V) 領域は不変で、あるが，定常(C) 領
域がμ から y 文は α へと変化してゆく事が知られており，これを H鎖クラススイッチ現象という。 1980
年に我々は，マウス骨髄腫DNA より単離した発現型のれ鎖遺伝子の構造解析の結果， H鎖クラスス
スイッチ現象が少くとも二回の遺伝子の構造変換により起こるとの仮説を提示した。遺伝子変換の第
一は， V遺伝子， D領域遺伝子， J 領域遺伝子という三つの遺伝子の組換えによる連結(V-Jrecomｭ
bination) であり，この結果V領域が完成され μ鎖遺伝子が発現される(図 1 )。
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(1) 発現型及び未分化型 Y2b 鎖遺伝子の単離 :Y2b 鎖産生骨髄腫MPCllの DNA を制限核酸分解酵
素EcoRI で部分分解し λ ファ-ージをベクターとする遺伝子組換え法を用いて 制限酵素切断部位を
異にする 2 種類のおb鎖遺伝子を単離した。 2 種類のうち一方は， MPCllにおいて発現されてい




即ち，この遺伝子は， B リンパ球内でクラススイッチがれかられb へと起った結果構成されたも
のと考えられた。
(2) 0 Y2b 鎖 S領域SY2b) の構造の決定:未分化型 Y2b 鎖遺伝子との連結部位の周辺には，制限酵素，
Kpn 1 , BgI n, Xba 1 の 250---300塩基対を周期とする反復が存在した。 連結部印を更に詳細な
制限酵素切断実験により決定し，発現型及び未分化型の両遺伝子について，連結部位周辺の約1600
塩基対の配列を， Maxam & Gilbert 法により決定した。その結果， 未分化型遺伝子の連結部位周
辺の1610塩基対は すべて49塩基対を一単位とする配列の連続した反復によって構成されていた。
更にその反復が，連結部位の上流 2.3 キロ塩基対，下流 1 キロ塩基対の約 3.3 キロ塩基対にわたる
事を周辺部位の部分的塩基配列決定により示した。発現型遺伝子では， 49塩基対の反復の中間部に
存在する連結部位を境に，上流はお鎖遺伝子前方の塩基配列に移行していたが，その配列の中にも
S Y2b に類似の49塩基対を単位とする配列が約 350塩基対にわたり存在した。この領域の近傍で連結
を起こしているお鎖産生骨髄腫が発見されたので，この領域はSY3 領域の一部であると結論した。
(3) S領域の配列聞の比較:我々はすでに SYl 領域の塩基配列を報告しているが，それを再検討した
所，やはり SY2b に類似した49塩基対の単位配列の連続した反復が見出された。
SY1' SY2b ， SY3 の49塩基対の反復単位の代表的配例
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を比較すると，図 2 のように共通性が非常に高い事がわ
γ かる。 Sμ 領域， Sα 領域も反復単位の長さは異るが単
γ 住配列の連続した反復によって構成されている事が報告
デされており，それらは Sy 領域の単位配列との聞に， G 


























本研究は， 広範かつ詳細な構造解析によって， 各H鎖遺伝子の S領域が互いに共通配例を有する
単位配列の連続した反復構造をとる事を証明し，クラススイッチ組換えの機構が，それらの S領域間
の homologous recombination であることを初めて提唱したものであり，免疫学的のみならず，真核
生物の遺伝子発現の機構の解明に対しでも，大きな意義を有する。
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